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論文内容の要旨

本論文は撹持にわける液の勇断作用が糸状菌菌糸に与える影響に関し基礎的な指標の検討と，その

指標を糸状菌の液内培養で如何に利用するかに関する検討をまとめたもので 緒言，本文 6 章および

総括からなっている。

緒言では本研究の目的およびその意義を明らかにしている。

第 1 章では糸状菌のうち菌糸に隔壁がなく，撹持の影響が顕著であろうと推測される Mucor属の 1

菌株を用い，菌糸懸濁液を撹持することにより撹持に伴う勇断作用の菌糸に与える影響度合を示す指

標を確立するための予備的検討をおこなっている。

第 2 章では撹祥による菌糸内低分子核酸関連物質の漏出促進現象の機構について考案し，低分子核

酸関連物質漏出の律速段階が細胞表層およびその液境膜における透過過程であることを明らかにして

いる。

第 3 章では Mucor および Rhizopus属の菌糸懸濁液を!日い低分子核酸関連物質の漏出経過について

検討をわこない，その漏出速度 ムE260 ，を撹持の菌糸に与える影響度合をぷす指標として提案して

いる。このムE260 を用い，通気撹持操作に関する諸因子の菌糸に与える影響を詳細に検討し，更に，

フラスコ培養装置とジャーファーメンターにおける菌糸に与える撹持の影響度合の比較をおこなって

いる。

第 4 章では実際の液内培養においても菌糸内低分子核酸関連物質の漏出現象が認められることを明

らかにしている。漏出物質を同定した結果漏出物質組織は培養装置，培養条件とも同じであることを

認めている。更に，漏出速度と菌糸の増殖速度との関係を解析し撹持速度が大なる培養条件ほど増殖
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速度が小さくなる現象を説明している。

第 5 章ではムE260 を基にして撹持に対する生理的意味における菌糸強度を表わす指標， R を提案し，

放線菌を含む18菌株の糸状菌菌糸の強度を測定している。 R により菌糸形態のうち特に菌糸の長さが

撹梓の影響をうけやすく液内培養において種菌の菌糸の長さが増殖速度に影響する現象を説明できる。

第 6 章では従来から用いられている培養装置に比べ，菌糸への撹持の影響が少し酸素供給の効率

が良い糸状菌用の培養装置を開発している。すなわち，ムE260 ， KL a および撹持消費動力を測定し前

記の目的にかなうジャーファーメンターを開発している。

総括においては 1~6 章で検討した撹持の定量的指標の有用性を広く培養装置上および操作上の立

場から一般的に展望している。

論文の審査結果の要旨

本論文は，糸状菌の液内培養における撹持の菌糸に与える影響を把握するための基礎的検討として，

撹持の菌糸に与える影響の強さを表わす指標を確立し，その指標の液内培養への応用について述べた

ものである。撹持の菌糸に与える影響については，従来の撹持操作そのものの視点からではなく，撹

持操作を受ける微生物細胞側に立ち検討を加え通気撹梓操作に関連する諸国子が菌糸に与える影響の

度合，フラスコ培養装置とジャーファーメンター聞の菌糸に与える撹持の影響の強さの相違などを明

らかにするとともに，菌糸の生理活性，特に増殖と撹祥の関係について検討している。また，更に，

前述の指標により，撹持操作が持つ培養液への酸素供給と菌糸に与える撹持の影響の両面を考慮し新

しいジャーファーメンターを開発している。

以上の成果は，糸状菌の液内培養の操作面および装置面に新しい知見を与えたものであり，醗酵工

学の発出に寄与することが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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